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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
本 研 究 の 目 的 は、「 教 える こ と を 教 え る」教 員 養成 課 程 の 授 業 にお い て 、そ の 授 業 内 容 だけ で なく、

教 師 教 育 者 が その 授 業で ま さ に 行 っ てい る 教育 方 法 そ の も のに 対 する 教 師 教 育 者 自身 の「 行為 の 中 の

省 察 （ r e f l e c t i o n  in  a c t i o n） 」 を 同 時 進 行で 学 習者 に 開 示 し 、 「行 為 後の 省 察 （ r e f l ec t i o n  o n  a c t io n） 」

の 開 示 を 次 回 の授 業 に組 み 込 む こ と、さ ら に 学習 者 自 身 が 授 業中 に 感じ て い る 感 覚 を省 察 する こ と を

一 連 の 講 座 を 構想・実践 す る と と も に、そ れが 教 員 志 望 学 習者 の「教 え る こ と の 学び 」に及 ぼ す 影 響

を 明 ら か に す るこ と であ る 。そ の ため に 、ジ ョン・ロ ッ ク ラ ン が 重 要性 を 指 摘 す る  S-STEP  （ 教 師 の

セ ル フ ス タ デ ィ） の 方法 論 を 用 い て 、そ の 仮説 に 基 づ く 講 座を 構 想・ 実 践 し 、 効 果の 検 証を 行 っ た 。 

 

 コ ロ ナ 禍 に よっ て 対面 の 授 業 が で きな い 状況 と な っ た た め 、当初 の予 定 と は 変 更 にな っ たが 、オ ン

ラ ン 授 業 を 基 本と し て、 以 下 の よ う な手 続 きで 研 究 を 行 っ た。  

① 大 学 １ 年 生 を対 象 とし た 講 座「教 職 入 門 」（受 講 者 51 名 ）に お い て、講 座 の １５ 回 の 内 容 とと も に 、

本 研 究 の 目 的 に資 す る方 法 を 組 み 入 れた 。 具体 的 に は 以 下 の３ 点 であ る 。  

・ 授 業 の 内 容 だけ で なく 、「 学 習 者 と して の 自分 自 身 の 授 業 中の 感 覚・ 感 情 」 を 自 覚的 に 捉え る と

と も に 、 そ れ を毎 回 の振 り 返 り で 表 現す る こと  

 ・教師 教 育 者（ 本講座 に お け る 授 業者 で あり 、本 研 究 の 当 事者 、以 下 、教 師 教 育 者と する ）が 授 業

中 に 開 示 す る 自分 自 身の 葛 藤 や 判 断 の根 拠 をも と に 、考 え たこ と を 授業 中 や 振 り 返 りで 表 現す る

こ と  

 ・授 業 は す べ て オンラ イ ン 授 業 で 行い 、カメ ラ は オ ン と する 。カメ ラ が 常 に オ ンで あ るこ と に よ る

教 師 や 学 習 者 の感 覚 その も の も 省 察 の対 象 とす る こ と  

② S-STEP の 方 法 論 と して の 一 つ で あ るク リ ティ カ ル・フ レン ド（ 以 下、CF）を 教 師教 育 研 究 者に 依 頼

し 、 CF が 毎 回 の 授 業 を参 観 し 、 授 業 後、 教 師教 育 者 と 意 見 交流 を 行っ た 。  

③ 教 師 教 育 者 は、 学 習者 の 授 業 中 の 様子 や 振り 返 り の 記 述 、及 び CF と の 意 見 交 流 をも と に自 身 の 内

面 や 授 業 方 法 を省 察 し、 調 整 し な が ら毎 回 の授 業 を 行 っ た 。  

④ す べ て の 授 業及 び CF と の 意 見 交 流 をレ コ ーデ ィ ン グ し 、 その 動 画及 び 学 生 の 振 り返 り の記 述 を デ

ー タ と し て 教 師教 育 者自 身 も 省 察 を しな が ら 、授 業 に お け る 仮説 の 有効 性 や 新 た な 仮説 を 検討 し た 。 

⑤ ① ～ ④ の よ うな 授 業や 学 生 の 変 容 をど う とら え る か を 小 学校 現 場教 師 に 意 見 聴 取し 、教 師の 実 践 力

に ど の よ う に 関連 す るの か を 検 討 し た。  

 

研 究 の 結 果 、  

・教 職課 程 の 入 門と し ての 位 置 づ け で ある 学 生に と っ て 、授 業 にお け る学 習 者 の 内 面 をメ タ 認知 す

る こ と が 教 師 では な くそ の 授 業 を 受 ける 学 習者 側 の 視 点 を 大事 に する こ と の 価 値 を学 ぶ こと に 大

き く 影 響 す る こと  

・教 師教 育 者 の リア ル タイ ム で の 省 察 開示 や 授業 後 の 省 察 開 示 、か つ その 省 察 を 基 に した 授 業改 善

の 意 図 の 開 示 が 、「 教 える こ と の 複 雑 性、 困 難性 、 不 確 実 性 、一 回 性」 を 学 ぶ こ と に大 き く影 響 す

る こ と  

 ・教 師教 育 者 自 身が 、そ の よ う な 授 業を 行 うこ と で 学 生 か らの 振 り返 り を も と に 授業 を 改善 し て い

こ う と す る 意 識が 高 まり 、学 習 者 と と も に 授業を 改 善 し て い くこ と がで き 、そ の 姿 自 体 か ら学生

が 学 ぶ と い う 相乗 効 果が 期 待 で き る こと  

等 の 可 能 性 が 示唆 さ れた 。  

一 方 で 、教 師 教 育 者の セル フ ス タ デ ィ の方 法 論自 体 が 日 本 で はま だ 十分 に 確 立 さ れ てお ら ず 、教 師 教

育 者 自 身 の 実 践や 内 面を 対 象 と す る ため 、事 例研 究 か ら 汎 用 化・一般 化へ の 検 討 は ま だ十 分 とは 言 え

な い 。今 後 も 他 の 授業 に広 げ た り 、セ ル フ スタ ディ そ の も の に つい て 検討 し た り す る こと を 続け て い

く 必 要 が あ る 。ま た 、この よ う な 授 業 やそ れ にお け る 学 生 の 変容 に つい て 資 料 化 し 、現 役教師 に 提 示

す る こ と で 実 際の 学 校現 場 を ふ ま え た意 見 を聴 取 し た 。 今 後の 検 討材 料 と し た い 。  

【研究成果発表方法】 
 ２ ０ ２ １ 年 １ ０ 月 ２・３ 日 に 行 わ れ る日 本 教師 教 育 学 会 に て 、本 研究を 発 表 す る 予 定で あ る 。ま た 、

今 後 も 研 究 を 進め 、１ ，２ 年 以 内 に 日 本教 師 教育 学 会 に 本 研 究を ふ まえ た 論 文 を 投 稿す る 予定 で あ る 。 

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  


